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緑をテーマカラーにしたコラージュ写真 

写真出所：人民網 

 

                                        

 

   

 

 

カラーウォーク：色彩が導く新しい街歩き 

 

「City Walk（シティウォーク）」に続いて、2026年の春から、「Color Walk」（カラー

ウォーク）と呼ばれる新しい散歩のスタイルが中国の若者の間で人気になっています。SNS

上では関連する投稿が爆発的に増え、若者たちは日常の街並みをキャンバスに見立て、自

分だけの「色彩日記」を綴っています。 

カラーウォークとは、一言で言えば「色をテーマにした街歩き」です。そのルールは驚

くほどシンプルです。まず外出前に、自分が今日探したいと思う「テーマカラー」を一つ

決めます。そして、その色を手がかりに街へ出て、散歩をしながらその色を持つものを見

つけ、写真に収めて、最後にコラージュ写真を一枚でまとめていくのです。 

カラーを決めるにはじゃんけんやルーレットアプリを使い、ランダムで選ぶことが多い

ようですが、その日の気分で決めることもできます。カラーウォークは決まったルートが

なく、目的地もなく、ただひたすら「今日の色」を追いかけながら歩きます。道端に咲く

一輪の花、壁に貼られたポスター、通りすがりの人の服、さらには街角のゴミ箱に至るま

で、目に入るあらゆるものが「探し物」の対象となります。この一見単純な行為が、日常

の何気ない風景を新鮮な発見に満ちた宝探しのゲームへと変えてしまうのです。 

では、なぜこれほど多くの若者がカラーウォークに魅了されているのでしょうか。 

まず、カラーウォークは複雑な準備や計画が不要で、コストもほぼかからないため、そ

の圧倒的な手軽さが若者の心をつかみます。家の

近所や通勤途中といった日常の空間がそのままフ

ィールドになり、わずか三十分程度の隙間時間で

も実現できます。歩き慣れた街でも、テーマカラ

ーを決めることで新たな発見があるかもしれませ

ん。「出かけたいけれど面倒」という現代人のジ

レンマを見事に解決できます。 

第二に、カラーウォークがもたらす精神的な癒

し効果です。通常の散歩の場合、注意力が散漫に

なっている場合が多いですが、カラーウォークの

場合、決めておいた色を見つけたら、スマホやカ

メラでそれを撮影し、最後にそれをまとめるため

には、集中力が必要です。このように一つのタス

クを完成させたことを認めることは、即座に満足

感と達成感をもたらします。それに、色そのもの

が持つ心理的効果も見逃せません。例えば青や緑

といった寒色系は心を落ち着かせ、黄や赤などの

暖色系は気分を高揚させます。 
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第三に、若者たちはますます SNSなしではいられなくなっており、カラーウォークは SNS

との親和性が非常に高いです。同じ色で統一された写真の数々は視覚的なインパクトが強

く、写真を並べて一枚の「カラーパレット」のように仕上げることで、誰でも簡単に「映

える」コンテンツを生み出せます。このことは SNS上での拡散を加速させ、多くの若者が

カラーウォークという新しい表現方法に飛びつく原動力となっています。 

カラーウォークは、色を通して日常を再発見し、自分自身の感覚と向き合うための新し

いライフスタイルです。情報過多の現代社会において、私たちはともすれば周囲の美しさ

を見過ごしがちです。カラーウォークはそんな私たちに、足元に広がる色彩の豊かさに改

めて気づかせてくれます。色を選び、歩き、見つけ、記録する――その一連の行為の一つ

一つが、日常に小さな喜びと発見をもたらしてくれます。（キク） 

中国における「数字人直播（デジタルヒューマン・ライブ配 

信）」：多様化するタイプと決定的な優位性 

中国の EC（ネット通販）市場において、AIと３Ⅾリアルタイムレンダリング技術を結集

した「数字人直播（デジタルヒューマン・ライブ配信）」が急速な進化を遂げています。

かつては技術的な試行錯誤の段階にありましたが、現在では単なる実験の枠を超え、ブラ

ンドや店舗の成長を支える標準的なインフラとして大規模に普及しています。   

中国の数字人直播は、利用目的や技術構造によ

って主に３つのタイプに分類されています。第一

に、実在する人物の容姿・声・しぐさを数分の動

画データから生成する「実写クローン型」です。

企業の創業者や看板ライバーの「分身」として、

ブランドの信頼感を保ちながら配信枠を拡大する

用途で活用されています。第二に、最新の多模態

（マルチモーダル）AIを搭載した「実写系スマー

ト IP型」です。特定の個人を模すのではなく、ブ

ランドイメージに最適な架空のモデルを作成し、

商品知識を完璧に網羅させた上でインタラクティ

ブな接客を行います。第三に、若い世代を中心に

人気を集める「２Ⅾ・３Ⅾアニメーション（バー

チャル IP）型」です。ゲームや美少女系コンテン

ツと親和性が高く、ブランドのキャラクター化や

エンタメ要素を強調した配信で独自のファン層を

獲得しています。 

数字人直播がこれほどまでに支持される背景に

は、従来の人間に依存したライブ配信に対する圧

倒的な優位性があります。最大のアドバンテージ

は「劇的なコスト削減」と「24時間 365日の連

続稼働」です。人間のライバーを雇用する場合、

高額な給与に加え、スタジオ設備、メイク、撮影

スタッフなどの固定費が発生します。また、人間

が配信できる時間には体力的な限界があります。

人間が休む深夜や早朝といったオフピークの時

北京スタッフ便り 2 

出典：通信販売のアプリ「京東」のライブ配信ル

ームのスクリーンショット 

画面の左側に「AI 推薦官」と表示され、これが AI

デジタルアバターによる配信であることを示して

いる。 
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間帯にも配信を継続し、これまで取りこぼしていた購買需要を効率的に回収することがで

きます。大規模言語モデル（LLM）との連携により、視聴者から寄せられる膨大なチャット

質問に対しても、待ち時間なしで即座に正確な回答を返すことが可能です。   

現在、中国の数字人直播は「人間に代わる安価な代替手段」から、「データと算力（演

算能力）によって裏打ちされた高度な店舗運営ツール」へとステージを引き上げています。

最先端の AI技術と商業エコシステムが融合したこの新しい販売手法は、EC業界の生産性を

根本から再定義し続けています。（ハン） 

 

ロボット、ロボット、ロボット！  

ロボットが当たり前になる社会はすぐそこ！？  

 

大家好！（ダージャーハオ！皆様こんにちは！） 

今号の「西園寺一晃先生の中国レポート」では、「人間型ロボット（優必選科技（UBテ

ック）のヒューマノイド）」が中国経済における急速な進歩の一例として取り上げられて

いますが、こちら中国では頻繁に「ロボット」関連の記事を目にします。 

今の中国、実は空前の「ロボットブーム」に沸いていると言ってもよいかもしれません。

「SF映画の話でしょ？」なんて思っていたら大間違い。中国市場では今、ロボットが研究

室を飛び出し、工場や街中、さらには家庭にまで一気に浸透し始めているんです。 

前述の「UBテック」のヒューマノイド、そのお値段、99万元（約 2,400万円）にまず驚

きましたが、本当にたまげたのは発売時点で 13,000台以上の受注を突破したというもので

した。 

また、世界シェアトップを争う「宇樹科技（Unitree）」は、2026年の出荷目標を最大 2

万台に掲げ、北京の超一等地・王府井に初の直営店をオープンさせるなど、一般消費者へ

のアピールを強めています。このお店は私も実際に足を運んでみました。ショッピングセ

ンターの１階にあり、私のような一般客でも気軽に入店できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 



 

4 

残念ながら、ヒューマノイドは展示と動画再生のみでしたが、四足歩行ロボットは、ジ

ャンプしたり逆立ちをしてみてくれたり、動き回っていました。お客のいる方に寄ってき

て動きを見せてくれるので、おそらくどこから見られているのか認知しているのだと思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした熱狂を支えているのが、「フィジカル AI（具身智能）」という考え方です。こ

れは AIが自律的にロボットの体を動かし、判断・行動する技術のことで、中国では「今後

10年の戦略的チャンス」と捉えられています。自動車メーカーの「小鵬汽車（Xpeng）」な

どは、2026年末に高度なヒト型ロボットの量産を計画しており、自社の店舗での試験運用

も予定しています。すでに「小米（シャオミ）」の自社工場では、ヒト型ロボットが生産

ラインで「実習」を開始しており、ボルトの取り付けなどで「作業精度約 90％」を叩き出

しているとのことです。 

物流の世界も激変しています。通販大手の「京東（JD.com）」は、約 2,200億円を投じ

て無錫市に巨大なロボット生産拠点を建設中で、今後５年間で「300万台もの物流ロボット

を導入する計画と報じられていました。同社は「ロボット救急車」という出張型のロボッ

ト修理サービスまで開始しており、業界有数のサービス網を構築しようとしています。 

実はこの波、日本企業も深く関わっています。「日立製作所」の中国法人は自社の生産

現場に UBテックとヒト型ロボットの実用化に向けた協力を発表しました。さらに「三菱電

機」の中国統括会社は、深センのロボット開発スタートアップに出資し、工場の無人化に

向けた実証実験などの取り組みに乗り出しています。 

中国は政府の強力なバックアップと圧倒的なスピード感で、ロボットが当たり前に働く

社会を現実のものにしようとしています。深セン市のロボット産業生産額は、2025年に「過

去最高の約 5.7兆円」に達したとの報道もありました。ロボット関連の記事を目にしない

日は当分なさそうです。（生浦） 
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中国は７月１５日（農歴６月２日）に「伏」の時期に入った（入伏）。８月２３日（農

歴７月１１日）の「出伏」までの４０日間が最も暑い時期と言われる。「伏」は猛暑の時

期という意味だ。中国古代の暦である「干支」により、毎年「伏」の時期が決まる。夏至

から数えて３回目の「庚」の日が「初伏」、次の「庚」の日が「中伏」、立秋以降最初の

「庚」の日が「末伏」、合わせて「三伏天」という。 

漢方（中医）が生活の中に深く入っている中国ではこの時期「食」が重要視される。「医

食同源」思想だ。中国は広いので、各地方で「食」の習慣は異なるが、「三伏天」の時期

は暑さで体調を崩しやすいので、特に食生活には気を使わねばならないという考え方が、

各地の人々の生活に沁み込んでいる。 

北京など中国の北方では「入伏」時は「頭伏餃子」を食べて栄養をつける。栄養といっ

ても高カロリーで、比較的あっさりした消化の良いものでないといけない。その点餃子は

格好の食べ物なのだ。因みに中国で「餃子」と言えば水餃子で、日本で主流を成す焼き餃

子は「餃子」とは呼ばない。焼き餃子は「鍋貼」という。「中伏」の時期は「三伏麺」（麺

類）を食べる。「末伏」の時期は「三伏烙餅攤鶏蛋」、焼き餅と卵料理が珍重される。暑

い中、多くの北京人は熱い「かき玉子入り鶏ガラスープ」を好んで飲む。玉子と鶏ガラス

ープは栄養があり、たくさん汗をかいて、体内の熱や湿気を排出させるという漢方の考え

方だ。 

気候的には猛暑到来だが、経済の冷え込みは依然根本的には解消されていない。やはり

大きいのはＧＤＰの約３割を占める不動産関連市場が一向に持ち直してこないことだ。消

費も全体として低調である。経済の低迷を反映して、失業率は高止まりしている。特に若

年層（１６歳から２４歳）の失業率は１４％前後から下がらない。これらは中国にとって

由々しき問題だが、日本の一部学者が言うような、今にも中国経済が崩壊するようなこと

はない。中国経済の当面の主な問題は、良い分野と悪い分野が存在し、バランスが大きく

崩れていることだ。これは中国経済が目下転換期にあり、新たな「質の高い経済」へと脱

皮する「産みの苦しみ」の時期にあるとも言える。今回のレポートは、中国経済の「良い

部分」を紹介する。 

先般中国政府は第２四半期のＧＤＰ成長率を発表した。第１四半期（１月―３月）は対

前年同期比＋５．０％だったが、第２四半期（４月―６月）はぐっと下がって同＋４．３％

だった。多くの経済専門家の予測が＋４．５％だったので、その予測をも下回った。上半

期（1月―６月）トータルでは同＋４．７％で、通年の目標である「＋４．５％―５．０％」

をかろうじてクリアした。ただ生活実感に近い「名目ＧＤＰ」は、第２四半期は＋５．９％、

１３四半期ぶりに「名目」が「実質」を上回った。デフレ圧力はやや緩和されつつあると

言えるかもしれない。ただ中東情勢の不安定化などで、輸入原油や原材料の高騰が企業収

益を圧迫し、楽観は出来ない。各分野の上半期（１月―６月）の具体的数値だが、消費の

動向を示す消費者物価指数（ＣＰＩ）は同＋１．３％で、目標の＋２．０％に及ばなかっ

た。第２四半期各月では４月＋１，２％、５月＋１，２％、６月＋１．０％だった。固定

資産投資は同－５．７％、うち不動産開発投資は同－１８．０％だった。工業生産は同＋

５．４％、うちハイテク分野は同＋１３．３％で、中でも産業用ロボットは同＋２８．０％

と大きく伸びた。なお第２四半期の各月購買者担当指数（ＰＭＩ）は４月製造業５０．３、

非製造業４９．４（総合ＰＭＩ産出指数５０．１）、５月同５０．０、５０．１（同５０．

西園寺 一晃先生の 
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５）、６月同５０．３、５０．２（同５０．６）と５０．０を上回った。輸出は同＋１３．

４％（人民元ベース）で健闘、対米は減速を続けるものの、対ＥＵ、対ＡＳＥＡＮ、対ア

フリカが伸びて、数字を押し上げた。これらの数字をどう見るかだ。確かに消費を見ると、

中国経済がデフレ的状況から依然抜け出せずにいることを表しているが、悪い状況ばかり

ではない。 

ＧＤＰ成長率は、経済全体の動向を示すが、経済構造の変化を表すことが出来ない。多

くの人は今の中国経済を見る場合、不動産市場、消費、失業率など、マイナス面に目が行

き、「大変だ」、「崩壊する」とネガティブに考えがちだ。しかし悪い面がある反面、中

国経済がハイテク分野で、目を見張るような急速な進歩を遂げていることはこれまた事実

なのだ。その事を如実に表すことが最近幾つかあった。 

少し前の４月１９日、北京で第２回人型ロボットハーフマラソン大会が開催され、大き

な話題を呼んだ。主催者によると２０２５年に始まったこの大会の目的は、ハイテク技術

の研究、製造と実用化を促進させるもので、「中国の産業構造をハイテク中心に転換させ

る」一環だという。このロボハーフマラソンは、人間によるリモコンでの遠隔操作走行部

門と、障害物などを避けて完全自律して走行する完全自立走行部門に分かれていた。全国

１１省から、高専、大学、研究所、ハイテク企業など１００を超えるチームが参加した。

完全自律部門の優勝は中国のスマートフォンメーカーの「栄耀終端」（ＨＯＮＯＲ）が開

発した「閃電（ＦＬＡＳＨ）」だったが、記録は衝撃的なものだった。昨年の第１回大会

（ハーフマラソン）の優勝タイムは２時間４０分４２秒だったが、今回はそのタイムを信

じられないくらい更新し、５０分２６秒で走り切った。このタイムは人間をも抜いたと大

いに話題になった。現時点の人間のハーフマラソン記録は、ウガンダのジェイコブ・キプ

リモ選手（男）の持つ５７分２０秒である。因みに第２位、第３位もＨＯＮＯＲ社のロボ

ットだった。この企業は通信大手の「華為（ファーウエイ）」社から独立し、ロボット製

造で成功を収めた企業だ。清華大学でロボットを研究している友人は、「ＨＯＮＯＲ社は

素晴らしい技術を持っているが、ロボットを研究開発している大学、研究所、企業などは

万とあり、激烈な競争を展開している。今やロボット生産分野は戦国時代なのだ。そのう

ちの幾つかは既に大きな成果を挙げている。来年のロボマラソンでＨＯＮＯＲ社が連覇す

る保証はない」と言っていた。 

７月２日から韓国の仁川で「ロボカップ２０２６」が開催された。ＡＩ搭載ロボットが

様々な分野で活躍する、その能力を競う世界最大規模の大会だ。スポーツ競技、家事サー

ビス、レスキュー活動、生産活動など各分野での活動を競う。この大会には世界４５か国

から３００以上のチームが参加した。大会の目玉は、ヒューマノイド大型ロボットの「サ

ッカーＷ杯」だ。1チーム３台のロボットが２５メートルプールの半分くらいの「サッカー

場」で、前後半１０分ずつでプレーする。これには韓国、中国、米国、ブラジルなど２０

チームほどが参加、白熱した試合が展開された。決勝に勝ち上がったのは中国・清華大学

チームと、同じく中国・農業大学チームで、優勝は清華大学チームだった。残念ながら日

本チームの参加はなかった。大会主催者によると、近い将来人間のＷ杯優勝チーム（２０

２６年はスペイン）と試合し、勝つことを目標としているそうだ。既にチェス、将棋、囲

碁では、人間はＡＩに勝てない。将来、サッカーなどのスポーツ競技でも、人間はＡＩ搭

載のロボットに勝てなくなるのだろうか。 

この６月、中国のロボットメーカー「優必選科技（ＵＢテック）」は、表情豊かで全身

を動かせる、人間そっくりな「男女」のロボットを発表し、衝撃を与えた。家庭で家事を

やり、孤独な１人暮らしの老人の相手をすることなどが出来る。もちろん会話は自由であ

る。ついこの間まで、「将来の彼女、彼氏はロボットだ」と冗談を言い合ったものだが、
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このロボットを見ると、それが現実味を帯びてくる。等身大で、全身を動かすことが出来

る最高級「人間型ロボット」の値段は９９万元（約２４００万円）だという。ロボットの

専門家によると、これまでロボットと言えば動く「金属製の人形」だったが、今の人型ロ

ボットは頭髪があり、目鼻立ちは人間と同じ、肌感触も人間に近づいていると言う。これ

を素晴らしいと取るか、気持ち悪いと取るか、分かれるところだろう。少なくとも若者た

ちにはあまり違和感はないようだ。「ロボタクシー」は中国の大都市で２、３年のうちに

実現するだろう。先進国を中心に普及している家庭用掃除ロボットで、中国は世界７割の

シェアを占め、寡占状態を築きつつある。価格が安いだけではない。ロボメーカーの「石

頭世紀科技（ロボロック」（北京）が開発した掃除ロボ「サロス・ローバー」号は、階段

を上る機能を備え、１階の掃除が終わると自力で２階に上がり作業を続ける。北京大学で

ロボットを研究している友人は「今は価格が安いだけでは競争に勝てない、問題は発想、

技術力と実用性だ」と言っていた。 

ＡＩ搭載ロボットは１つの例だが、ハイテク分野における中国の躍進速度は予想をはる

かに超えている。 

新車販売状況は消費動向を見る上で重要だ。中国は今やダントツの自動車大国になり、

これまで新車販売は右肩上がりに増加してきた。２０２５年の世界新車販売ランキング（国

内販売）は以下の通り。 

１位中国３４４０万台、２位米国１６５９万台、３位インド５６１万台、４位日本４５

６万台、５位ドイツ３２３万台。中国の２０２５年の新車販売台数は対前年比＋９．４％

だった。これは消費振興のため行った「買い替え補助金」が大きな追い風になったからで

ある。ところが今年に入り、新車販売に陰りが出てきた。２０２６年上半期（１月―６月）

の国内新車販売は対前年同期比－２１％に落ち込んだ。一方で輸出は同＋６５％と大きく

伸びた。これも１つのアンバランス現象である。それでも中国の自動車産業はＥＶ（電気

自動車）への転換が進み、ＥＶを中心に世界販売が伸び、全体として発展を保っている。

ＥＶ販売では世界の約６５％を占め、ＥＶ用バッテリーでも世界の７割強を占めている。

世界的にＥＶ化の流れは止まらず、２０２５年は世界でＥＶ新車２０７０万台が販売され

た。これは２０１０年の２８００倍である。メーカー別では１位がＢＹＤ（中国）の４６

０万台（国内販売は頭打ち気味で、対前年比－８％）、以下２位から１３位は、吉利（中）、

テスラ（米）、ＶＷグループ（独）、長安（中）、ＳＧＭＷ（中）、奇瑞（中）、ＢＭＷ

（独）、零跑（中）、ＨＩＭＡ（中）、現代（韓）、小米（中）、メルセデス（独）で、

中国のメーカーは８社。この１３社の合計は１５５３万台で、世界の約７５％を占める。

国別のＥＶ化率は北欧各国が高く、ノルウェー９２％、スウェーデン５８％、デンマーク

５６％、フィンランド５０％。主要国では中国４８％、ドイツ１９％、米国１０％、日本

は３％だ。つまりまだＥＶの潜在需要は大きいと言うことだ。中国でＥＶと言えばＢＹＤ

社だが、そのＢＹＤも国内で他のメーカーから猛追されている。ＢＹＤは国内販売では壁

にぶつかり、積極的な海外展開を目指す。５月、欧州自動車市場で中国の自動車シェアが

初めて日本を上回った。けん引したのはＢＹＤだ。ＢＹＤは中国国内では販売が頭打ちに

なっているが、海外販売では２０２６年上半期の海外販売が前年同期比＋７０％強となっ

た。今年上半期の中国製自動車の欧州主要３１か国での販売台数は１３万８４１０台（対

前年同期比＋６５％）で、日本車の合計１３万０４２４台を抜いて１位となった。ＥＵは

欧州製自動車防衛のため、中国からの輸入車の関税を引き上げたが、それでも性能の向上、

低価格の魅力で勢いは止まっていない。中国のＥＶ最大手ＢＹＤはついに日本という「自

動車王国」に殴り込みをかけてきた。ＥＶ化が遅れている日本の弱点をついてきたとも言

える。輸入車販売大手の「ヤナセ」の販売網を通じ、ＢＹＤはこの７月から国内５３店舗
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（逐一増加し１００店舗を目指す）でＥＶを販売する。日本の消費者がどのような反応を

示すか、興味深いところである。筆者は１９５８年から１９６７年まで北京に住んだが、

当時広い道路にあまり車は走っていなかった。党や政府の幹部が乗っていたのは旧ソ連製

のまるで装甲車のような頑丈な車「ジム」や「ジス」だった。その後国産の一般車「上海」、

高級車「紅旗」が出来たが、乗り心地はお世辞にも快適とは言えず、技術的には日米欧に

はるかに劣っていた。５０－６０年後の今、中国の自動車産業がここまで発展するとは誰

が想像したであろうか。 

ドローンは今軍民用とも大きな注目を浴びているが、中国のテクノロジー企業である「深

圳大疆創新科技有限公司」（ＤＪＩ）が世界シェアの７割を占め、その他の中国企業を合

わせると、中国が世界の約９割を占めている。完成品だけでなく、米日欧を含め、ドロー

ン生産には中国製の部品が不可欠なのが現状である。 

ロボットをはじめ、ハイテク産業に欠かせないのは人工知能（ＡＩ）である。７月１７

日、上海で「世界人口知能大会」が開かれ、中国を中心とした、２９ヶ国が参加する「世

界ＡＩ協力機構（ＷＡＩＣＯ）」が設立された。日米欧などの西側国家は参加しなかった

が、中国がＡＩに大きな力を入れていることが分かる。世界のＡＩ分野でも中国は急速に

ＡＩ覇権国米国を追い上げ、並びつつあると言ってもいいだろう。国内では「世界レベル」

の企業が多数生まれ、激しい競争を繰り広げている。「ディープシーク」、「ムーンショ

ットＡＩ」、「智譜ＡＩ」、「ミニマックス」のＡＩ４強が先頭を走り、「アリババ集団」、

「ファーウエイ」、「百度」、「テンセント」、「科大訊飛」、「商湯科技」、「子馬智

行」、「寒武紀」、「モメンタ」などが激しく追っている。英「フィナンシャルタイムズ」

は最近「これまで中国のＡＩは米国の８－１２ヶ月遅れと認識されてきたが、中国『ムー

ンショットＡＩ』の新モデル『ｋｉｍｉＫ３』がこの認識を覆す可能性がある」と報じた。

中国はＡＩ特許数で世界の約７割を占め、ＡＩ関連論文数と共に米国を凌駕している。人

材も急速に育っていて、その数では既に米国を抜いた。米国のシンクタンク「Ｍａｃｒｏ

ｐｏｌｏ」によるとＡＩ人材トラッカートップクラス出身国は、中国３８％、米国２４％、

インド１０％、ＥＵ９％、韓国５％、カナダ４％、日本は残念ながら圏外である。ただ中

国としては、ＡＩ人材の世界範囲での争奪戦の中、喜んでばかりはいられない状況がある。

それはこれら優秀な人材が最終的にどこの国、どこの企業や研究所に就業するかである。

これらトップ人材の多くは米国の大学やビッグテック企業に在籍し、研究キャリアの最終

就業先はほとんどが米国なのだ。中国の優秀な人材が、最大のライバルである米国の研究

所や企業に就業する。これが現実なのである。研究者、技術者の多くは、先ず研究費が豊

富な国・企業を選ぶ。次は自由に研究が出来、政治や社会情勢に左右されないことを望む。

近年の中国はハイテク産業振興のため、膨大な予算を組み、研究費は米国に引けを取らな

いと言われる。この面では、研究者や技術者にとっては魅力ある国となっている。しかし、

研究や技術に政治が介入する可能性があると指摘される中国は敬遠されているのが実情で

ある。とは言え、米国はＡＩ分野での中国の急速な追い上げに危機感を募らせている。米

国の調査会社「アーティフィシャル・アナリシス」がＡＩの性能を総合評価（プログラミ

ング、数学、科学など多分野）したところ、中国の「ＫｉｍｉＫ３」は米アンソロビック

の最新モデル「フェイブル」、オープンＡＩの「ＧＰＴ―５・６」に次いで第３位に入っ

た。米国家情報長官室は２０２５年の「世界脅威年次報告書」で、中国が２０３０年まで

にＡＩ分野で米国を追いこす可能性を指摘している。ただＡＩの急速な進歩は、複雑な社

会問題を引き起こしている。最近中国で話題となったのは「ＡＩ恋人サービス」問題だ。

中国は「人工知能擬人化双方向サービス管理暫定弁法」を施行し、未成年者への仮想恋人

提供サービスなどを禁止、規制を強化した。「アリババ」社などは即刻このサービス提供

を停止した。ＳＮＳなどの未成年者に対する影響と規制も話題になり、議論になっている。
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オーストラリアでは２０２５年「１６歳未満のＳＮＳ利用禁止法案」が施行された。ＥＵ

各国でも規制強化の方向で議論が進んでいる。「ネット社会」とＡＩの急速な進歩はこれ

まで想像もしなかった問題を産み出している。「ネット社会」は今後どうなるのか、ＡＩ

はどこまで進歩するのか、どこまで許容し、どこまで規制するのかは、中国だけでなく世

界的な問題なのである。 

数年前から始まった米中「経済戦争」の中で、米国は中国のハイテク産業振興計画の「ア

キレス腱」である半導体を中国「抑え込み」の有力な武器とした。米中経済戦争開始時、

中国は世界最大の半導体マーケットであったが、自給率は１０％程度に過ぎなかった。中

国は半導体生産に不可欠なレアアースを米国に輸出、米国は中国から輸入したレアアース

を使い生産した半導体を中国に輸出、中国は米国から輸入した半導体を使いスマホなどを

生産し、それを世界向けに輸出していた。この分業はスムースに行われ、それぞれが恩恵

に浴していた。ところが米国の対中国半導体輸出規制が始まり、中国には必要な量の半導

体が入って来なくなった。通信機器大手の「華為技術有限公司（ファーウエイ）」などは

大きな影響を受け、スマホなどの主力製品は大打撃を受けた。しかし数年経った今、ファ

ーウエイなど中国の通信機器メーカーは完全に蘇った。ファーウエイ製のスマホに使われ

ている半導体は１００％国産品である。中国は国策として半導体の生産、自給率向上に取

り組み、現在は米国の圧力を跳ね返すばかりでなく、輸出するほどになった。２０２５年

の集積回路（半導体の中核）輸入額は４２４３億ドル、輸出額は２０１９億ドルである。

まだ完全自立とはいかないまでも、米国の輸出規制で中国のハイテク産業が大打撃を受け

る時期は既に終わった。米国半導体工業会（ＳＩＡ）が発表した５月の販売額は、世界販

売総額１２０６億１０００万ドル、この内米国を含む米州４２８億５０００万ドル（対前

年同月比２．３倍）、アジア・太平洋（日中を除く）３４１億ドル（同２．２倍）、中国

は３１９億７０００万ドル（同＋８８．８％）、日本は４５億８０００万ドル（同＋２３．

８％）だった。中国は技術、生産、販売両面とも米国、韓国、台湾の３強を激しく追って

いる。米中半導体摩擦は、今や中国政府のレアアース輸出規制で困っているのは米国であ

る。レアアースには様々な種類があるが、平均すると中国は７０％－９０％のシェアを有

している。レアアースがなければ、半導体生産が出来ないばかりか、戦闘機も原潜も動か

ない。 

最近注目されだしたのはフィンテック分野での中国の躍進である。フィンテックは金融

（Ｆｉｎａｎｃｅ）と技術（Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）を組み合わせ、ＩＴを活用し、決済、

送金、融資、暗号資産、資産運用などの金融サービスをより便利に、より低コスト、高効

率にする仕組み。これは金融機関の次世代競争力を左右する。１０年くらい前まで、この

面で米国が圧倒的な覇権を握っていたが、この１０年で力関係は大きく変わってきた。７

月７日付「日本経済新聞」の報道によると、過去１０年間に出願されたフィンテック関連

の特許を見ると、中国３８％、米国１７％、韓国９％、日本８％だった。企業別特許出願

数では、１位から１０位までの中に中国企業は８社入り、米国企業は２社だった。１位か

ら５位まで、７位から９位までが中国企業、米国企業は６位と１０位だった。因みに特許

出願数第１位の企業は中国の「中国工商銀行」。特許の注目度、独自性、競争力、影響力

などの価値をスコア化したものでは、第１位が中国の８万７９２６点、第２位の米国は６

万９６４２点、第３位の日本は２万０８７５点だった。因みに２０１５年の時点での中国

のスコアは１４００点台だった。企業別でも第１位は中国の「アリババ集団」だった。過

去１０年間で、中国は特許出願数を１０倍に増やし、一気に米国を追い抜いた。金融は経

済の根幹である。このままで行けば、将来中国の人民元は、貿易決済など国際通貨の面で

米ドルの「１強」状態を脅かす存在になるだろう。 
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その他の分野、例えば風力発電の基幹設備である風車で、２０２５年、中国は世界シェ

アを７９％にまで伸ばした。問題もある。技術力が高く、安価な中国製風車は各国、各企

業とも大いに興味を持つが、中国製風力発電、太陽光発電設備が今後とも右肩上がりに伸

びるとは限らない。それは「経済安保」、「エネルギー安保」という「政治の壁」が立ち

はだかるからである。欧州では既に中国製風車導入へのブレーキがかかっている。日本で

も高市政権は「エネルギー安保」の観点から、国産重視の考え方を打ち出している。 

前にも述べたが、中国経済は単

純に良い、悪いでは判断すること

は出来ない。問題は非常に悪い部

分と、非常に躍進している部分が

混在していて、バランスが崩れて

いると言うことである。この「バ

ランスが崩れる」は、危機的な状

況を産み出している面がある一

方で、経済構造の転換が進みつつ

あることでもある。中国政府は２

０１５年に「中国製造２０２５」

という産業構造の転換、ハイテク

化計画を打ち出したが、この計画

が着々と進んでいるのも事実な

のだ。この計画が実現すれば、中

国経済は高次元での新たなる成長期に入る可能性がある。 

今回のレポートは、中国経済の「躍進している」部分を紹介した。もちろんこれが全て

ではない。しつこいようだがもう一方には「非常に悪い」部分が存在する。この両面を知

らないと、中国経済の実態を理解することは出来ない。 

西園寺一晃 ２０２６年７月 

 
■■お知らせ■■ 
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